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本
学
の
国
際
交
流
協
定
校

で
あ
る
台
湾
・
国
立
中
山
大

学
の
楊
弘
敦
学
長
が
４
月
25

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

問
し
、
更
な
る
連
携
強
化
に

つ
い
て
確
認
し
あ
っ
た
。

　
訪
れ
た
の
は
楊
学
長
と
郭

育
仁
・
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

執
行
長
ら
４
人
。
楊
学
長
は

「
専
修
大
学
は
重
要
な
協
定

校
。
今
後
も
友
好
的
な
関
係

を
続
け
た
い
」
と
力
強
く
語

っ
た
。
両
校
は
留
学
生
の
相

互
派
遣
の
活
性
化
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
ほ
か
、
教
員
の

学
術
交
流
に
つ
い
て
も
意
見

を
交
わ
し
た
。

　
楊
学
長
は
、
５
月
20
日
付

で
、
台
湾
の
科
学
技
術
振
興

行
政
を
担
当
す
る
科
学
技
術

部
の
ト
ッ
プ
・
科
学
技
術
部

長
と
し
て
入
閣
が
決
ま
っ
て

い
る
。
楊
学
長
は
「
科
学
技

術
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
専
修
大
学
と
の
協
力

を
期
待
し
た
い
」
と
呼
び
掛

け
、
髙
橋
裕
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
が
「
必
ず
実
り
あ
る

交
流
が
で
き
る
と
思
う
」
と

応
え
た
。

　
楊
学
長
は
４
月
24
日
に
は

長
年
親
交
の
あ
る
日
髙
義
博

理
事
長
と
面
会
。
都
内
で
開

か
れ
た
歓
迎
夕
食
会
で
は
旧

交
を
温
め
つ
つ
、
教
育
研
究

に
関
す
る
両
校
の
協
力
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
誓

い
合
っ
た
。

　
国
立
中
山
大
学
は
１
９
８

０
年
創
立
、
台
湾
南
部
の
高

雄
市
に
あ
る
国
立
総
合
大

学
。
本
学
と
の
国
際
交
流
協

定
は
２
０
０
７
年
６
月
締

結
。

　
国
際
交
流
会
館
で
専
大
生

が
留
学
生
と
共
に
生
活
す
る

「
寮
内
留
学
」
の
２
０
１
６

年
度
前
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
３

月
23
日
か
ら
始
ま
り
、
２
年

次
生
５
人
、
３
年
次
生
７

人
、
４
年
次
生
２
人
の
計
14

人
が
入
寮
し
た
。

　
寮
内
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

専
大
生
が
レ
ジ
デ
ン
ト
・
パ

ー
ト
ナ
ー
（
Ｒ
Ｐ
）
と
し
て

入
寮
し
、
国
際
交
流
協
定
校

か
ら
の
短
期
留
学
生
や
特
別

聴
講
生
ら
と
寝
食
を
共
に
す

る
制
度
で
、
留
学
生
の
サ
ポ

ー
ト
を
通
じ
て
異
文
化
理
解

や
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　
３
月
23
日
の
開
講
式
の

後
、
４
日
間
に
わ
た
っ
て
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ

が
行
わ
れ
、
日
常
英
会
話
を

特
訓
し
た
。
尾
石
葉
月
さ
ん

（
商
２
）
は
「
ネ
ー
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
の
先
生
と
の
受

け
答
え
は
楽
し
く
、
机
に
向

か
っ
て
勉
強
す
る
よ
り
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
覚
え
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
成
長
を
実

感
す
る
。

　
Ｒ
Ｐ
は
４
月
30
日
に
再
入

寮
し
８
月
上
旬
ま
で
国
際
交

流
会
館
に
滞
在
。
５
月
９
日

〜
６
月
８
日
の
春
期
日
本
語

・
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）
と
、
６
月
17
日

〜
８
月
６
日
の
夏
期
Ｊ
Ｌ
Ｃ

の
短
期
留
学
生
と
２
人
１
組

で
同
じ
部
屋
で
生
活
す
る
。

　
Ｒ
Ｐ
の
嵯
峨
卓
さ
ん
（
経

営
３
）
は
「
寮
内
留
学
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
平
凡
な
大

学
生
活
に
変
化
を
起
こ
せ
そ

う
。
留
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
異
文
化

理
解
を
深
め
た
い
」
と
意
気

込
ん
で
い
る
。

連携を強化

国
際
交
流
協
定
校

■濃
密
な
相
互
交
流
へ

｜
｜
今
回
の
訪
問
の
目
的
は
。

　
新
た
に
国
際
交
流
協
定
校
に
な
っ
た
カ
ル
ガ
リ
ー
大

学
に
本
学
の
魅
力
を
直
接
伝
え
、
今
後
の
相
互
交
流
の

内
容
を
協
議
す
る
こ
と
、
長
く
協
定
を
結
ん
で
い
る
米

の
２
校
に
つ
い
て
は
、
更
に
濃
密
な
交
流
に
す
る
た

め
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た

い
と
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
ど
の
大
学
で
も
、
身
近
な

友
人
の
よ
う
に
出
迎
え
て
い
た
だ
き
、
専
大
と
の
友
好

関
係
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
建
設
的
な
協
議
を
重
ね
、

互
い
に
信
頼
で
き
る
協
定
相
手
と
再
確
認
で
き
、
大
変

実
り
あ
る
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。

｜
｜
カ
ル
ガ
リ
ー
大
と
の
協
定
締
結
は
今
年
１
月

で
す
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
本
学
の
日
本
語
・
日
本

事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）
で
２
０
０
人
以
上

の
カ
ル
ガ
リ
ー
大
生
が
専
大
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
語
学
習
を
中
心
と
し
た
交
流
が
続
い

て
き
ま
し
た
。
互
い
を
よ
く
知
っ
た
う
え
で
の
大
学
間

協
定
締
結
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
意
義
の
あ
る
交
流

を
長
く
続
け
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
本
学
及
び

Ｊ
Ｌ
Ｃ
の
評
判
は
、
こ
ち
ら
の
想
像
以
上
に
高
い
も
の

で
し
た
。
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
で
の
交
流
を

実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

｜
｜
協
定
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
本
学
学
生
の
派
遣
の
条
件
は
極
め
て
有
利
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
カ
ル
ガ
リ
ー
大
は
就
学
、
生
活
の
コ
ス

ト
が
非
常
に
安
く
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
学
生
生

活
に
必
要
な
も
の
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
本
学
学
生
が
留

学
す
れ
ば
す
ぐ
な
じ
め
る
で
し
ょ
う
。
カ
ル
ガ
リ
ー
大

は
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に
入
る
魅
力
的
な
大
学
で

す
。
そ
こ
で
学
ぶ
こ
と
は
、
将
来
の
可
能
性
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

■学
生
の
成
長
が
高
評
価
に

｜
｜
一
方
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校
は

協
定
締
結
31
年
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
は
26
年
と
、
と

も
に
長
い
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
本
学
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
顔

の
見
え
る
「
個
人
間
の
信
頼
関
係
」

を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
訪

問
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
、
顔
を
見
な

が
ら
生
の
声
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
長
期
に
わ
た
る

交
流
の
秘ひ

訣け
つ

の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　
も
う
一
つ
強
調
し
た
い
点
は
、
留
学
し
た
学
生
の
皆

さ
ん
が
、
し
っ
か
り
と
学
び
大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
こ

と
が
協
定
校
で
の
専
大
の
高
い
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
友
好
的
な
雰
囲
気
の
中
で
専
大

生
が
協
定
校
で
勉
強
に
打
ち
込
み
、
そ
れ
ら
が
さ
ら
に

現
地
で
の
信
頼
に
つ
な
が
る
と
い
う
良
い
サ
イ
ク
ル
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
学
の
豊
か
な
国
際
交
流
実
績

は
、
ま
さ
に
学
生
の
皆
さ
ん
の
努
力
が
大
き
く
貢
献
し

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

｜
｜
協
定
校
側
か
ら
見
た
専
修
大
学
は
ど
の
よ
う

な
大
学
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
後
は
ど
の
よ
う

な
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
か
。

　
ど
の
協
定
校
か
ら
も
「
継
続
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改

善
し
続
け
る
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
」
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
近
年
は
研
究
機
関
と
し
て
の
注

目
度
も
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校
で
は
「
学
生
交
流

に
加
え
、
教
員
交
流
も
行
い
た
い
」
と
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
学
側
も
多
様
な
教
授
陣
を
紹
介
し
、

ｗ
ｉ
ｎ-

ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
で
研
究
交
流
が
で
き
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
今
後
は
他
大
学
で
は
み
ら
れ

な
い
よ
う
な
、
質
の
高
い
学
術
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

実
現
す
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

■真
の
思
い
や
り
学
ん
で

｜
｜
留
学
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ん
で

ほ
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
現
地
の
生
活
は
刺
激
に
あ
ふ
れ
何
に
も
代
え
が
た
い

楽
し
い
毎
日
に
な
る
で
し
ょ
う
。
一
方
で
背
景
の
異
な

る
人
々
に
囲
ま
れ
て
生
活
、
学
習
す
る
こ
と
で
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
の
感
覚
を
味
わ
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
か
ら
逃
げ
ず
、
自
ら
の
力
と
周
囲
の
助
け
に
よ
っ

て
克
服
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
に
よ

り
自
分
と
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
異
な
る
人
々
へ
の
配

慮
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
身
に
つ
く

真
の
思
い
や
り
の
力
は
、
語
学
力
と
同
等
以
上
に
大
切

な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
ら
が
大
き
く
成
長
し
、
日
本
を
、
そ
し
て
世
界
を

よ
り
良
く
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
気
概
で
留
学
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
計
画
的
な
準
備
が
大
切
で
す
。
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
の
留
学
支
援
講
座
な
ど
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
留
学
自
体
を
目
的
化
せ
ず
、
大
き
な
目
標
に

達
す
る
た
め
の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
捉
え
て
、
ぜ
ひ
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

16
年
度
前
期
14
人

寮
内
留
学
始
ま
る

◀
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
オ
ー
バ
ル

カ
ル
ガ
リ
ー
大
学

▲
　
「
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
語
る
楊
学
長
（
右
か

ら
２
人
目
）

台湾・国立中山大

楊
学
長
が
来
学

　
米
オ
レ
ゴ
ン
大
学
と
の
国

際
交
流
協
定
締
結
25
周
年
を

記
念
し
た
式
典
が
４
月
25

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

っ
た
。
５
年
ご
と
に
行
っ
て

い
る
交
流
協
定
書
の
更
新
調

印
を
行
い
、
両
校
の
絆
を
新

た
に
し
た
。

　
オ
レ
ゴ
ン
大
学
は
米
北
西

部
オ
レ
ゴ
ン
州
の
州
立
大
学

で
、
１
９
９
０
年
３
月
に
協

定
を
締
結
。
こ
れ
ま
で
に
本

学
か
ら
学
生
延
べ
４
９
１
人

を
派
遣
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
か

ら
延
べ
２
５
５
人
を
受
け
入

れ
る
な
ど
活
発
な
交
流
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
か

ら
は
国
際
交
流
担
当
部
長
の

エ
イ
ブ
・
シ
ャ
フ
ァ
メ
イ
ヤ

ー
氏
ら
２
人
が
来
学
。
シ
ャ

フ
ァ
メ
イ
ヤ
ー
氏
は
「
学
生

や
教
職
員
が
双
方
の
大
学
で

学
ぶ
こ
と
は
大
変
有
意
義
。

今
後
も
両
校
の
友
好
関
係
が

長
く
続
く
こ
と
を
確
信
し
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　
シ
ャ
フ
ァ
メ
イ
ヤ
ー
氏
と

髙
橋
裕
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

長
は
協
定
書
に
調
印
し
、
固

い
握
手
を
交
わ
し
た
。

米オレゴン大
締結25周年 絆 新たに

▲
　
握
手
を
交
わ
す
髙
橋
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
長
（
左
）

と
オ
レ
ゴ
ン
大
学
の
シ
ャ

フ
ァ
メ
イ
ヤ
ー
氏

▲
　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ

ン
プ
で
英
語
を
特
訓
す
る

Ｒ
Ｐ

　
髙
橋
裕
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長

（
商
学
部
教
授
）
が
２
月
、
北
米

の
国
際
交
流
協
定
校
３
校
を
訪
問

し
、
学
生
や
教
員
間
の
交
流
の
活

性
化
に
つ
い
て
、
各
大
学
の
担
当

者
と
協
議
し
た
。
訪
問
し
た
の
は

今
年
１
月
に
国
際
交
流
協
定
を
結

ん
だ
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
大

学
、
長
年
交
流
が
続
く
米
ネ
ブ
ラ

ス
カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校
、
オ
レ

ゴ
ン
大
学
。
訪
問
の
成
果
を
髙
橋

セ
ン
タ
ー
長
に
聞
い
た
。

髙橋国際交流センター長

北米３校を歴訪

▶
　
オ
レ
ゴ
ン
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
、

オ
レ
ゴ
ン
・
ダ
ッ
ク

カルガリー大学

オレゴン大学

ネブラスカ大学
 リンカーン校

◀
　
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
の
教
職
員
と
髙
橋

セ
ン
タ
ー
長
（
前
列
右
か

ら
２
人
目
）


